
研究開発代表者︓
サトウ 恵
(新潟大学、
医歯学系(保健学科)、
准教授)

メコン住⾎吸⾍の撲滅に向けた多⾯的な融合対策プログラム作成と
数理モデルによる感染リスク分析による「最後の⼀押し︕」
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環境DNA⼿法を利⽤したモニタ
リングシステムの開発を⾏い、
住⾎吸⾍と中間宿主⾙のDNAの
有無と動向を調べる。糞便や⾎
清を検体とした、住⾎吸⾍の⾼
感度遺伝⼦診断法を開発する。

研究内容２で開発した⼿法を
ラオスとカンボジアの両国におい
てメコン住⾎吸⾍が蔓延している
各2村において介⼊評価のための
パイロットスタディを実施する。

空間疫学によるメコン住⾎吸⾍の
リスクマップの作成する。また、
数理モデリングを活⽤し、気候変動
がメコン住⾎吸⾍対策プログラムに
与える影響の解析する。

研究内容１で開発した⼿法を⽤いて
得たデータを参照しながら健康教育
Magic Glasses，コミュニティ主導
型のWASH対策，MDAを適宜組み
こむ。

⽇本側 オーストラリア側

報等が含まれていな
いかご注意願います。

メコン住⾎吸⾍撲滅に向けての多⾯的対策プログラムを構築する
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研究内容１︓住⾎吸⾍症の感染動向把握 研究内容２︓メコン住⾎吸⾍対策融合プログラムの開発

研究内容３︓メコン住⾎吸⾍対策プログラムの実施
研究内容4︓リスクマップ作成と気候変動による影響解析


